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市税
（50.8％）

諸収 （ ）繰越金（1.8％）
繰
そ

国庫支
（14.1

市債
（7.0％

県支出金
（6.0％）

地方交付税
（8.3％）

その他
（4.6％）

歳入

依
存
依
財
源（
41

％）

自主

財
源（
5
8
.8
％
）

※市税：市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税など
※市債：施設の建設や土木工事など、多額の費用を要するとき、また世代間の公平な

負担を図るため、費用の一部を金融機関等から借り入れる資金
※地方譲与税：国税のうち、一定の基準により国から地方へ譲与するもの

市
は
、
新
年
度
か
ら
重
点
的
に
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
」、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

環
境
の
あ
る
ま
ち
」、「
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
」、「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」
と
い
う
４
つ
の
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
新
年
度
予
算
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
を
も
と

に
、
暮
ら
し
に
直
結
し
た
事
業
へ
主
に
配
分
す
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

予
算
予
算　　
事
業
事
業
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
や
高
齢
化
の
進

展
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ
て
も
、
将
来
世
代
に
過
度
な
負

担
を
か
け
な
い
責
任
あ
る
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
は
、
さ
ら
な
る
健
全
財
政
を

目
指
す
一
方
、
市
民
生
活
に
必
要
な
事
業
を

積
極
的
に
推
進
す
る
予
算
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
第
四
次
総
合
計
画
の
初
年
度
に
も
あ
た

る
た
め
、
さ
ら
な
る
市
の
発
展
へ
も
つ
な
が

る
予
算
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
収
入
は
、
市
税
を
は
じ
め
と

す
る
自
主
財
源
を
１
５
９
億
８
３
５
４
万
円

計
上
し
ま
し
た
。
景
気
回
復
の
遅
れ
と
納
税

義
務
者
の
減
少
に
よ
り
、
個
人
市
民
税
が
前

年
度
に
続
き
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方

交
付
税
は
、
国
が
総
額
を
増
額
す
る
方
針
で

あ
る
こ
と
を
受
け
て
、
前
年
度
よ
り
大
幅
に

増
額
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
債
の
借
入
額
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
を
し
な

い
こ
と
と
し
、
さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
を
図

り
ま
す
。

支
出
で
は
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
の

物
件
費
を
、
前
年
度
に
引
き
続
き
減
少
さ
せ

る
一
方
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
の
福
祉
、

※自主財源：市税・使用料など市が自ら調達できる財源
※依存財源：国や県の意思により定められた額を交付される収入

性質別構成 平成23年度

総予算額

494億9,330万円

健
全
財
政
の
堅
持
と

　

選
択
と
集
中
に
よ
る

 

積
極
的
な
予
算
の
編
成

272272億円億円一般会計

区　　分 23年度 22年度 増減（％） 23年度

自
主
財
源

市 税 138億1,000万円 137億4,000万円 0.5

159億8,354万円 
諸 収 入 7億6,722万円 7億5,406万円 1.7
繰 越 金 5億 万円 5億 万円 0.0
繰 入 金 1億9,245万円 12億5,698万円 ▼ 84.7
そ の 他 7億1,387万円 7億3,125万円 ▼ 2.4

依
存
財
源

国庫支出金 38億3,278万円 28億8,051万円 33.1

112億1,646万円 

地方交付税 22億5,000万円 12億4,000万円 81.5
市 債 19億 円 19億3,900万円 ▼ 2.0
県 支 出 金 16億2,168万円 14億4,620万円 12.1
地方譲与税 3億2,600万円 3億2,600万円 0.0
そ の 他 12億8,600万円 13億3,600万円 ▼ 3.7
合　　計 272億 　円 261億5,000万円 4.0
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リサイクル

可燃
ごみ
可可燃
ごみ

ビンビビンカンカン

不燃
ごみ
不燃不燃
ごみ

歳出

民生費
（33.5％）

土木費
（17.1％）

教育費
（13.4％）

衛生費
（10.1％）

総務費
（9.4％）

公債費
（8.4％）

消防
農林

その他（2 5％）

医
療
・
保
健
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
考
慮
し
た
予
算

配
分
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
３
〜
４
年
で
完
成
す
る
可
児

駅
東
の
整
備
や
運
動
公
園
の
整
備
な
ど
の
大

規
模
事
業
を
含
め
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る

事
業
や
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
に

対
し
て
、
予
算
を
集
中
し
て
投
入
し
ま
し
た
。

※民生費：子ども、高齢者、障がい者などの福祉に要する経費
※土木費：道路、公園、住宅などの整備に要する経費
※総務費：選挙や戸籍、徴税、市の財産管理に要する経費
※公債費：市債の返済に要する経費
※衛生費：ごみ処理、リサイクル、保健衛生などに要する経費
※消防費：消防活動、災害対策に要する経費

※３月１日現在の人口（101,596 人）で計算

市民１人当たりの予算額
市税収入 支　出

市民税  市民税  58,50658,506円円 民生費  民生費  89,80589,805円円

固定資産税  固定資産税  59,45859,458円円 土木費  土木費  45,88545,885円円

都市計画税  都市計画税  11,40811,408円円 教育費  教育費  35,85735,857円円

市たばこ税  市たばこ税  4,8234,823円円 衛生費  衛生費  26,97326,973円円

その他  1,735円 その他  69,208円
合　計  135,930円 合　計  267,727円

企業会計 
区　　分 23年度 22年度 増減（％）

水 道 事 業 29億6,300万円 29億5,600万円 0.2

特別会計
区　　分 23年度 22年度 増減（％）

国民健康保険事業 98億1,050万円 90億5,800万円 8.3
老 人 保 健 0 330万円 ▼100.0
後期高齢者医療 7億6,900万円 7億4,700万円 2.9
介 護 保 険 47億6,380万円 43億1,840万円 10.3
簡易水道事業 9,200万円 9,800万円 ▼6.1
飲料水供給事業 620万円 600万円 3.3
自家用工業用水道事業 1億5,200万円 1億5,200万円 0.0
公共下水道事業 29億6,900万円 32億7,600万円 ▼9.4
特定環境保全公共下水道事業 2億4,700万円 2億5,100万円 ▼1.6
農業集落排水事業 1億7,800万円 1億7,700万円 0.6
可児駅東土地区画整理事業 3億2,300万円 3億5,500万円 ▼9.0
財産区（5地区の計） 1,980万円 2,240万円 ▼11.6
合　　計 193億3,030万円 184億6,410万円 4.7

※後期高齢者医療制度への移行に伴い、老人保健特別会計は廃止。

人口１人当たりの基金・市債残高推移

特別会計・企業会計　合計 222億9,330万円

市の借金である市債は毎年減少し、市の貯金である基金は横ばいとなっています。
※市債残高は一般会計の市債を、基金は財政調整基金を基に作成しています。
※算出にあたっては各年度の 3月 1日の人口を、平成 23 年度については平成 23 年 3 月 1 日の
人口を使用しています。

※平成 22 年度と 23 年度は見込み額です。

目的別構成

272億円一般会計一般会計

50,000

0

100,000

150,000

200,000

250,000
（円）

基金
市債

23,59123,591
30,57730,577

32,42832,428

32,24432,244

32,70832,708

36,52136,521

39,72239,722

39,80639,806

219,818219,818

214,131214,131
207,524207,524

200,578200,578
188,142188,142

185,323185,323
181,793181,793

180,722180,722

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
主
な
事
業

は
、
第
四
次
総
合
計
画
に
よ
る
分

類
で
す
。

区　　分 23年度 22年度 増減（％）
民 生 費 91億2,379万円 83億4,407万円 9.3
土 木 費 46億6,172万円 40億9,375万円 13.9
教 育 費 36億4,292万円 40億2,539万円 ▼ 9.5
衛 生 費 27億4,033万円 26億7,360万円 2.5
総 務 費 25億6,571万円 26億3,090万円 ▼ 2.5
公 債 費 22億8,688万円 22億 834万円 3.6
消 防 費 9億9,105万円 9億8,383万円 0.7
農林水産業費 5億3,405万円 5億7,841万円 ▼ 7.7
そ の 他 6億5,355万円 6億1,171万円 6.8
合　　計 272億 円 261億5,000万円 4.0

問
合
先　
財
政
課
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平成23年度の主な事業概要
 

老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業 

 

２
億
１
４
８
０
万
円 

介
護
保
険
に
お
け
る
施
設
入
所
待
機
者

の
解
消
や
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
更
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
民
間
が
行
う
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
」
２
カ
所
、「
小
規
模
な
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
」
１
カ
所
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

１
カ
所
の
整
備
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

 

妊
婦
健
診
・
妊
婦
歯
科
検
診
、 
特
定
不
妊 

 

治
療
費
助
成
事
業 

 

８
６
１
３
万
円 

安
全
な
妊
娠
経
過
の
確
認
と
異
常
の
早
期

発
見
の
た
め
、
妊
婦
健
診
と
歯
科
検
診
の
定

期
的
な
受
診
勧
奨
と
費
用
の
一
部
助
成
を
し

ま
す
。

ま
た
、
不
妊
に
悩
み
治
療
を
受
け
て
い
る

人
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
特

定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
の
一
部
助
成
を

し
ま
す
。

 

気
象
監
視
シ
ス
テ
ム
改
修
、 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー  

 

Ｆ
Ｍ
局
設
立
支
援
事
業 

 

２
１
０
０
万
円 

昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
経
験
か
ら
、
急

激
な
事
態
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
河
川
水
位
や
雨
量
情
報
、
監
視

カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
、
避
難
勧
告
や
自
主
的
避
難
の
判

断
に
役
立
て
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
放
送
番
組
に
よ

 

文
化
芸
術
振
興
事
業 

 

４
億
６
５
０
０
万
円 

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ
は
、
今
年

度
も
市
民
に
一
流
の
文
化
芸
術
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
演
劇
、
音
楽
、
演

芸
、
映
画
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
を

企
画
・
実
施
す
る
た
め
、「
鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
」

制
度
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
規
模
市
民
参
加
舞
台
作
品

の
公
演
や
、「
ア
ー
ラ
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
福
祉
施
設
、
公
民
館
、
学
校
な
ど

と
連
携
し
て
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

 

景
観
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業 

 

５
２
０
万
円 

市
は
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
、
市
景
観
計

画
お
よ
び
市
景
観
条
例
を
施
行
し
、
市
民
と

事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
歴
史
と
風
情
が
感
じ
ら
れ
る

景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
元
久
々
利
地
区
を
市
内
初
の
景
観
形
成

重
点
地
区
に
指
定
し
ま
す
。

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業 

 

３
０
０
０
万
円 

市
内
の
事
業
者
を
利
用
し
て
行
う
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の
一
部
助
成
を
継
続
し
、

市
内
事
業
者
の
振
興
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
で
支
え
あ
い
、
誰
も
が

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

多
世
代
が
ふ
れ
あ
い
、
地
域
で

 

は
ぐ
く
む
心
豊
か
な
人
づ
く
り

 

人
が
集
い
、

 

地
域
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
環
境
を
守
り
、

　
　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の

 

あ
る
ま
ち
づ
く
り

稽古に熱気が漂う「わが町可児」の練習風景（22年度事業）

現在の元久々利地区

マタニティ教室

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
醸
成
し
地
域

活
性
を
図
る
と
と
も
に
、
緊
急
情
報
の
即
時

放
送
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
の
確
保

を
図
り
ま
す
。
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その他の主な事業
（単位：万円）

 
可
児
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業 

 
・
関
連
事
業 

 

３
億
８
３
１
０
万
円 

　

Ｊ
Ｒ
可
児
駅
と
名
鉄
新
可
児
駅
を
中
心

輝 く 人 と ま ち 人 つ な が る 可 児

 

下
水
道
事
業  

 　

億
９
４
０
０
万
円 

　

今
年
度
は
、
桜
ケ
丘
ハ
イ
ツ
と
大
森
新
田

地
区
の
一
部
が
、
集
中
浄
化
槽
か
ら
切
り
替

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
虹
ケ
丘
団
地
の
公
共
下

水
道
接
続
の
た
め
の
幹
線
官か

ん
き
ょ渠

の
整
備
や
、

団
地
内
の
既
設
管
渠
等
の
補
修
を
実
施
し
ま

す
。

に
、
可
児
川
と
Ｊ
Ｒ
太
多
線
に
囲
ま
れ
た
約

10
・
５
ha
の
可
児
駅
東
地
区
で
、
整
備
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
期
間
は
、
平
成
11

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
は
、
駅
前
広
場
の
造
成
工
事
や
水

防
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

 

バ
ス
交
通
運
営
事
業 

 

７
６
３
９
万
円 

　

み
ん
な
が
便
利
に
バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
環
境
を
整
備
し
、
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

さ
つ
き
バ
ス
（
定
時
定
路
線
運
行
）
は
４

月
か
ら
３
路
線
を
廃
止
し
、
６
路
線
で
運
行

し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
予
約
バ
ス
（
デ
マ

ン
ド
型
区
域
運
行
）
は
新
た
に
春
里
・
姫
治

地
区
お
よ
び
羽
崎
・
二
野
・
久
々
利
地
区
の

２
地
区
で
運
行
を
開
始
し
、
計
３
地
区
の
運

行
と
な
り
ま
す
。

 

可
児
駅
前
線
街
路
事
業 

 　

億
５
３
０
万
円 

　

市
の
玄
関
口
で
あ
る
可
児
駅
周
辺
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
と
利
便
性
の
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

 

可
児
市
運
動
公
園
整
備
事
業 

 

４
億
４
７
１
５
万
円 

　

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
年
々
高
ま

る
中
、
可
児
市
総
合
運
動
場
（
坂
戸
）
周
辺

を
運
動
公
園
と
位
置
付
け
、
野
球
場
や
テ
ニ

ス
場
な
ど
を
整
備
し
、
質
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ

広
域
交
流
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

デマンドバスの利用者

市営住宅改修経費 7,809 
木造住宅耐震診断の無料化事業 450 
道路維持・バリアフリー関連事業 34,380 
市道 34 号線など道路改良・
　　　　　交通安全施設整備事業 18,020 
簡易水道上水道統合事業 7,790 
上水道事業高料金対策補助金 5,000 

【安全で快適に暮らせる
 住みよいまちづくり】

狩猟免許取得支援補助金など
　　　　　　　有害鳥獣対策事業 406 
土地改良事業 6,479 
若者サポートステーション開設など
　　　　　　　　　　　労働一般経費 3,178 
消費生活相談事業 239 

【人が集い、地域が元気なまちづくり】

地球温暖化対策事業 1,460 
廃棄物減量化推進事業 2,781

【ふるさとの環境を守り、
 うるおいとやすらぎのあるまちづくり】

帷子小学校屋内運動場耐震補強事業 4,720 
スクールサポート事業 10,049 
ばら教室 KANI 運営経費 947 
児童クラブ運営事業 8,212 
公民館活動経費 7,967 
ぎふ清流国体開催準備経費 220 
給食センター管理運営経費 68,774 

【多世代がふれあい、
 地域ではぐくむ心豊かな人づくり】

障がい者計画策定経費 250 
住宅手当緊急特別措置経費 984 
緊急情報キット配付 131 
こども医療費 41,000 
子ども手当 243,548 
民間保育園運営経費 69,764 
市立保育園運営経費 19,804 
予防ワクチン接種助成 13,902 
各種成人病健康診査経費 11,570 
市民意識調査経費 160 
まちづくり支援事業 1,000 
青色回転灯パトロール事業 337 
消防車庫整備経費 2,033 

【地域で支えあい、
 誰もが安心して暮らせるまちづくり】

11

33

可児市運動公園イメージ
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問
合
先　
環
境
課

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て

い
る
人
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ

り
、
そ
の
犬
を
登
録
し
て
狂
犬
病

予
防
注
射
を
毎
年
１
回
（
４
〜
６

月
の
間
で
）
受
け
る
こ
と
が
、
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
室
内
犬

で
外
部
と
接
触
が
な
い
場
合
で
も

対
象
）。
愛
犬
の
た
め
に
も
、
狂

犬
病
予
防
注
射
は
忘
れ
ず
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

集
合
注
射
は
、
各
地
区
で
下
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
お
近
く
の

会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
雨
天

の
場
合
も
実
施
し
ま
す
。

費
用　
（
１
頭
当
た
り
）

○
登
録
済
み
の
犬
＝
３
０
７
０
円

（
内
訳
：
注
射
料
金
２
５
２
０

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円
）

○
新
規
登
録
が
必
要
に
な
る
犬
＝

６
０
７
０
円
（
内
訳
：
注
射
料

金
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
、

登
録
手
数
料
３
０
０
０
円
）

※
釣
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

持
ち
物　
案
内
は
が
き
（
登
録
済

み
の
犬
の
飼
い
主
に
は
３
月
末

に
送
付
済
み
）

注
意
事
項

○ 

必
ず
、
犬
を
し
っ
か
り
押
さ
え

る
こ
と
の
で
き
る
人
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

○ 

犬
の
健
康
状
態
が
心
配
な
場
合

は
、
事
前
に
獣
医
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

○ 

注
射
以
外
に
登
録
な
ど
手
続
き

が
必
要
な
場
合
は
、
時
間
が
掛

か
り
ま
す
。

○ 

会
場
移
動
の
都
合
上
、
時
間
内

に
受
け
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
の
流
れ

①
獣
医
師
に
よ
る
問
診
・
注
射

②
申
請
手
続
き
・
会
計

③
注
射
済
票
の
交
付

 

会
場
で
注
射
が
で
き
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の

場
合
も
案
内
は
が
き
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

 

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
後

は
、
犬
の
鑑
札
と
平
成
23
年
度

注
射
済
票
を
犬
の
首
輪
な
ど
に

取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

犬
の
登
録
は
狂
犬
病
予
防
法
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
早
期
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

犬
が
死
亡
も
し
く
は
行
方
不
明

に
な
っ
た
場
合
は
届
出
（
死
亡

届
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

登
録
後
、
飼
い
主
の
住
所
、
氏

名
等
を
変
更
し
た
場
合
も
届
出

（
変
更
届
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

期　日 場　　所 受付時間

4月11日

（月）

ふれあいセンター長坂 9：30～10：30
鳩 吹 台 公 民 館 10：50～11：30
帷 子 公 民 館 13：00～13：20
虹 ケ 丘 南 集 会 所 13：30～13：50

4月12日

（火）

光 陽 台 集 会 所 9：40～10：20
愛 岐 ケ 丘 集 会 所 10：30～10：55
若 葉 台 集 会 所 11：05～11：30
緑 集 会 所 13：00～13：50

4月13日

（水）

坂 戸 公 民 館 9：30～ 9：45
横 市 集 会 所 9：55～10：05
春 里 公 民 館 10：15～10：55
塩 河 公 民 館 11：05～11：35
清 水 ケ 丘 公 民 館 13：00～13：20
姫 治 公 民 館 13：30～14：00

4月14日

（木）

福 祉 セ ン タ ー 9：20～ 9：50
今 渡 公 民 館 10：00～10：30
渡 ク ラ ブ 10：45～11：00
土 田 東 山 公 民 館 11：10～11：40
土 田 公 民 館 13：00～13：50

期　日 場　　所 受付時間

4月15日

（金）

羽 生 ケ 丘 公 民 館 9：30～10：00
広眺ケ丘第 1 集会所 10：10～10：50
（ 旧）市民センター 11：00～11：20
宮 瀬 い こ い の 家 11：30～11：45
下 恵 土 公 民 館 13：00～13：40

4月18日

（月）

兼 山 公 民 館 9：20～ 9：35
魚 屋 町 公 民 館 9：45～10：00
川 合 公 民 館 10：20～11：00
中 恵 土 公 民 館 11：15～11：35
広 見 東 公 民 館 13：00～13：50

4月19日

（火）

桜ケ丘児童公園（二丁目） 9：30～ 9：50
桜 ケ 丘 西 集 会 所 10：00～10：30
桜 ケ 丘 公 民 館 10：40～11：15
大 森 新 田 公 民 館 11：25～11：40
松 伏 公 民 館 13：00～13：15
ＪＡめぐみの大森営業所 13：25～13：40

4月20日

（水）

大 平 公 民 館 9：30～ 9：40
久 々 利 公 民 館 9：50～10：30
平 牧 公 民 館 10：40～11：30
大 森 台 公 民 館 11：40～11：55

平成 23年度　狂犬病予防注射の日程

集
合
注
射
を

集
合
注
射
を

  

受
け
る
に
は

受
け
る
に
は

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

  

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

市
は
、
獣
医
師
が
市
内
各
地
区
に
出
張
し
て
注
射
を
打
つ
、

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い
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2/20

勢いよくスタートする参加者

第 29回可児シティマラソンが花フェスタ記念公園

で開催され、全国各地から過去最高となる 2,127 人

が参加しました。

参加者は、3.2㎞～ 10㎞までの年齢・男女別のタ

イムレース 14部門とジョギング部門で健脚を競いま

した。中には、アニメのキャラクターの着ぐるみを着

たランナーや親子で楽しく走る姿も見られました。

青空のもとに駆け抜ける

環境への取り組み成果を発表する児童たち

広見公民館ゆとりピアで「第11回　可児市環境フェ
スタ」が開催されました。
「みんなでストップ地球温暖化！～協力し　続けてい
こう　エコライフ～」をテーマとして、市民団体や事業
所、小中学生による環境への取り組みや成果についての
発表と、各種イベントが行われました。
イベント会場は、ケナフのはがき、廃ガラス製のト
ンボ玉など、体験コーナーで作った作品を手にした人た
ちでにぎわっていました。

続けていこう  エコライフ2/27

3/9

登山者へのメッセージを書いたポスターを取り付ける児童

土田小学校の３年生77人が、鳩吹山ともの会の会員

らとともに、鳩吹山登山を通じて植物観察や自然を学ぶ

総合学習「鳩吹山名人になろう」に参加しました。

この日は３班に分かれ、児童が書いたメッセージの

取り付けや山の清掃、ドングリの植樹を行いました。メッ

セージは「ごみは持ち帰ろう」、「自然を守ろう」など登

山者へ呼び掛ける内容でした。

鳩吹山の自然を守るため

結婚式のシーンを熱演する市民キャスト

約 100 人の市民キャストが出演した音楽劇「わが

町可児」が文化創造センター・アーラで開催され、２

日間で 1,048 人が来場しました。

作品は、アメリカの劇作家の戯曲を基に内容を可児

市版に書き換えた内容で、可児市で生まれた人々がこ

の町を愛しながら一生を終えていく物語です。コーラ

スや独唱を交えた市民の熱演に、会場は大いに盛り上

がりました。

「わが町可児」を市民が熱演３/12・13
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“大正琴を通して心をつなぐ“⑪

大正琴の演奏を通して、子どもからお年寄りまでたくさ

んの人と交流をするグループです。小学４年生から高校１

年生までの６人が、息を合わせて澄んだ音色を響かせます。

結成のきっかけは、平成 16年に始まった下恵土公民館

の大正琴教室。講師の佐光紀久代さんの、「地域を活性化

させたい」という願いから発足しました。市内の小学校や

介護施設を訪れ、演奏と共にメンバーが心を込めて作った

折り紙をプレゼントし、喜ばれています。

現在、高校１年生の斎藤千
ち か

華さんが中心となり、施設訪

問や練習の段取りをしています。「みんなでリズムがそろ

うとうれしいです。練習は、下恵土公民館で月に４回。一

緒に活動するメンバーを募集中です」と話してくれました。
下恵土公民館まつりで演奏する様子

問合先　講師の佐光さん　☎63 7632

私
の
ふ
る
さ
と
埼
玉
県
所
沢
市
は
、
日
本
で

初
め
て
飛
行
場
が
開
設
さ
れ
た
ま
ち
で
す
。
こ

こ
か
ら
飛
行
機
が
飛
び
立
っ
て
、
今
年
で
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。

現
在
、
そ
の
飛
行
場
跡
は
「
所
沢
航
空
記
念

公
園
」
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
内
に

は
、
航
空
を
テ
ー
マ
と
し
た
博
物
館
「
所
沢
航

空
発
祥
記
念
館
」
が
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
園
内
で
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
シ

リ
ー
ズ
の
撮
影
が
度
々
行
わ
れ
て
お
り
、
テ
レ

群馬県

埼玉県

東京都

栃木県

茨城県

千葉県
山梨県

長野県
所沢市

ビ
番
組
を
観
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

所
沢
名
物
と
い
え
ば
、「
焼
き
だ
ん
ご
」。
昔

な
が
ら
の
素
朴
な
し
ょ
う
ゆ
味
で
す
。
甘
辛
の

「
み
た
ら
し
」
と
は
違
っ
た
風
味
を
、
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
私
が
何
よ
り
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
す
。
野
球
少
年
だ
っ

た
私
に
と
っ
て
、
西
武
ド
ー
ム
は
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
「
心

の
ふ
る
さ
と
」
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
埼
玉
に

お
出
か
け
の
際
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
興
奮
を
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

○104 

　

埼
玉
県

　

所
沢
市

日
本
の
航
空
発
祥
の
地

●
記　

田た

き

た北 

篤あ

つ

し史
さ
ん
（
下
恵
土
）

自衛隊で活躍していた輸送機などが
展示された「所沢航空記念公園」

写真提供：所沢市

香ばしいしょうゆの香りがたまらない
所沢名物「焼きだんご」
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昭和 63年に私立の中高一貫校として開校し、今年で 24
年目を迎えます。26人から始まった学舎に、現在は 200人
を超える生徒が学んでいます。建学の精神「努力をすべての
基とし」にのっとり、勉強もスポーツもしっかり目標を持ち
頑張っています。
１クラス 30人前後の恵まれた学習環境の中で、中高一貫
教育を実施し、「英語教育」や「人間関係形成プログラム」
などに特に力を入れています。学習との両立を図りながら県
下トップレベルのサッカーができること、そして帝京大学医
学部への無試験推薦入学への道が開かれたことも、大きな魅
力です。中学生と高校生が一緒になって行う帝京祭は一番の
盛り上がりを見せます。
高校受験がなく、先取り教育ができる一貫校のメリットを
生かし、現役で東京大学をはじめ優秀な大学への進学実績が
伸びています。また平成 24年４月には「帝京大学可児小学
校（設置協議中）」が開校します。 （文：小栗 節

たかよし

義 広報部長）

帝京大学可児中学校

18

創　立：昭和63年
生徒数：213人
所在地：桂ケ丘1-1
電　話：64－ 3211

中学生と高校生が団結する帝京祭

次の皆さんから寄付がありました。 （敬称略）

社会福祉に…
●可児人形　可児年男 ●今渡北小学校
●長坂みどり会　手芸部 ●広見小学校
●健康づくり可児市友の会 ●今渡南小学校
ありがとうございました。

「トマ玉ライス」

【作り方】
① トマトはざく切りにしておく。

② パセリはみじん切りにしておく。

③ 卵は溶きほぐし、チーズと調味料を入れて混ぜる。

④ フライパンにバターを入れて弱めの中火にかけ、バ

ターが溶けてきたらトマトを加えてさっと炒める。

⑤ ④に③を回し入れ、全体を大きくかき混ぜる。

⑥ 卵が半熟状に固まってきたら、ごはんにかけてパセ

リをふる。

【栄養成分（１人当たり）】
エネルギー359kcal ／カルシウム71mg／塩分0.4g

問合先　健康増進課

食生活改善推進協議会がお届けする

（所要時間 約5分）
【材料（４人分）】
トマト ２個／卵 ４個／ピザ用チーズ 20g

バター 大さじ１／ごはん 茶わん４杯

パセリ 適宜

 調味料 　塩・こしょう 少々

手軽に作れて栄養たっぷり
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日曜窓口日曜窓口
4/17㈰・5/1㈰

 時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
 場所　市役所庁舎東館（増築棟）、入口は東口
 業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書・各
種税務証明書の発行、印鑑登録・廃止の手続き、戸
籍の届出の受付、税の支払い、納税相談
※住所変更（外国人も同様）やパスポートの申請・受け取り
はできません。

市は、毎月第 1・3 日曜日（年末年始を除く）に、市民課、
税務課、収納課で証明書の発行業務などを行っています。

オ
ー
プ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

オ
ー
プ
ン
卓
球

卓
球
を
し
た
い
人
の
た
め
に
、
毎
月
１
回

「
卓
球
の
日
」
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
、
指
導
者
は
つ
き
ま
せ
ん
。

期
日　

毎
月
第
３
木
曜
日
（
８
月
の
み
第
４

木
曜
日
）

時
間　
午
後
７
時
～
10
時

場
所　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
）

定
員　
な
し
（
卓
球
台
に
限
り
あ
り
）

参
加
費　

一
般
１
０
０
円
、
高
校
生
以
下
50

円
（
当
日
、体
育
館
利
用
券
を
同
セ
ン
タ
ー

の
券
売
機
で
購
入
す
る
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
用
具
の

貸
し
出
し
あ
り
（
数
に
限
り
あ
り
）。

オ
ー
プ
ン
陸
上

陸
上
競
技
種
目
の
練
習
の
場
と
し
て
、
運

動
場
を
開
放
し
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
が
、
指
導
者
は
つ
き
ま
せ
ん
。

日
時　
○
毎
週
木
曜
日
＝
午
後
７
時
～
９
時

　

○
毎
週
土
曜
日
＝
午
前
８
時
～
正
午

※
行
事
な
ど
で
使
用
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
「
可
茂
地
区
の
陸
上
競
技
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場
所　
市
総
合
運
動
場
（
坂
戸
）

定
員　
な
し

参
加
費　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
用
具
の

都
合
上
、
で
き
な
い
種
目
も
あ
り
ま
す
。

可
児
こ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひ
ろ
が
れ
「
弁
当
の
日
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
可
児
を
開
催

期
日　
６
月
26
日
（
日
）

時
間　

午
後
零
時
30
分
～
３
時
45
分
（
正
午

開
場
）

場
所　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

内
容　
「
弁
当
の
日
」
応
援
団
と
し
て
活
動

す
る
３
人
の
講
演

講
師　

竹た
け
し
た
か
ず
お

下
和
男
さ
ん
（
前
香
川
県
綾
川
町

綾
上
中
学
校
長
）、
佐さ
と
う
ひ
ろ
し

藤
弘
さ
ん
（
西
日

本
新
聞
編
集
委
員
）、
佐さ
と
う
ご
う
し

藤
剛
史
さ
ん
（
九

州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
助
教
）

定
員　
１
０
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料　
５
０
０
円
（
座
席
を
必
要
と
し
な

い
未
就
学
児
は
無
料
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
必
要

座
席
数
を
フ
ァ
ク
ス
（

�
０
５
７
９
）

す
る

※
ア
ー
ラ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
�
３

０
５
０
）、
お
か
し
の
ま
る
や
（
下
恵
土
・

☎
�
３
６
１
１
）
の
窓
口
で
も
取
り
扱
い

ま
す
。

広　
告

申
込
・
問
合
先　
可
児
こ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
渡
辺
さ
ん

☎
０
９
０
（
４
４
４
１
）
１
４
２
０

問
合
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課☎

�
８
６
０
３
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広　
告

多
重
債
務
１
１
０
番

無
料
相
談
会
を
開
催

岐
阜
県
は
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
多
重

債
務
の
相
談
が
で
き
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

面
談
で
の
相
談
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

期
日　
４
月
９
日
（
土
）

時
間　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
（
岐
阜
市

薮
田
南
・
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

相
談
時
間　
１
相
談
に
つ
き
30
分

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
岐
阜
県
環
境
生
活
政
策
課 

【
☎
０
５
８
（
２
７
２
）
８
２
０
４
】
へ

申
し
込
む

申
込
開
始　
４
月
１
日
（
金
）

※
当
日
は
電
話
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。【
☎
０
５
８
（
２
７
７
）
１
０
０
３
】

春
水
会 

合
同
イ
ベ
ン
ト

民
踊
の
集
い
を
開
催

期
日　
４
月
17
日
（
日
）

時
間　

午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
午
後
零
時

30
分
開
場
）

場
所　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

参
加
費　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

可
児
市
の
教
育

市
民
委
員
を
募
集

市
は
、
総
合
的
・
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

た
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
保
育
・
教

育
の
あ
り
方
を
協
議
す
る
「
就
学
前
の
子
ど

も
に
関
す
る
保
育
、
教
育
等
協
議
会
」
を
設

置
し
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
保
育
・
幼
稚
園

児
の
保
護
者
や
園
長
、
小
学
校
長
と
共
に
協

議
を
行
う
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

○
23
年
４
月
１
日
現
在
で
、
市

内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
す
る
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）　

○
今
後

の
可
児
市
の
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る

保
育
、
教
育
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
人　

○
23
年
度
内
で
、
平
日
の
夜
間
ま
た
は
土・

日
曜
日
の
昼
間
に
５
回
程
度
行
わ
れ
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人
（
会
議
１
回
当
た
り

５
０
０
０
円
の
報
酬
あ
り
）

募
集
人
数　
２
人
程
度
（
選
考
）

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
24
年
３
月
31
日
ま
で

（
予
定
）

応
募
方
法　
「
可
児
市
の
保
育
園
、
幼
稚
園

の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字

程
度
の
小
論
文
と
申
込
書
を
学
校
教
育
課

に
提
出
ま
た
は
郵
送
す
る
（
応
募
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん
）

※
申
込
書
は
学
校
教
育
課
で
お
渡
し
し
ま
す

（
希
望
者
に
は
送
付
し
ま
す
）。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

応
募
締
切　

４
月
27
日
（
水
）
午
後
５
時
15

分
必
着
（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

景
観
審
議
会

市
民
委
員
を
募
集

市
は
、
市
民
の
立
場
か
ら
景
観
に
関
す
る

こ
と
を
幅
広
く
調
査
、
審
議
し
て
い
た
だ
く

景
観
審
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

○
23
年
５
月
10
日
現
在
で
、
市

内
に
居
住
し
、
か
つ
住
所
を
有
す
る
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）　

○
可
児

市
の
景
観
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
人　
　

○
年
２
回
程
度
、
平
日
に
行
わ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
人

※
そ
の
他
応
募
資
格
は
、
募
集
要
項
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
２
人
（
選
考
）

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
25
年
５
月
18
日
ま
で

応
募
方
法　
「
可
児
市
の
景
観
に
つ
い
て
思

う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程

度
の
作
文
と
申
込
書
を
都
市
計
画
課
に
提

出
ま
た
は
郵
送
す
る
（
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
）

メール配信サービスの
登録はこちらから

※
申
込
書
・
募
集
要
項
は
都
市
計
画
課
で
お

渡
し
し
ま
す
（
希
望
者
に
は
送
付
し
ま

す
）。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
締
切　
５
月
10
日
（
火
）
午
後
５
時
15

分
必
着
（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

景観に配慮された町並み
（久々利地区）

問
合
先　
春
水
会
の
水
野
さ
ん☎

�
７
２
６
７

問
合
先　
岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
（
２
７
７
）
１
０
０
１

応
募
・
問
合
先　
学
校
教
育
課

応
募
・
問
合
先　
都
市
計
画
課
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多
文
化
共
生

市
民
委
員
を
募
集

市
は
、
多
文
化
共
生
推
進
計
画
に
掲
げ
る

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
多
文
化
共
生
推
進

会
議
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

○
23
年
４
月
28
日
現
在
で
、
市

内
に
居
住
し
、
か
つ
住
所
を
有
す
る
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）　

○
可
児

市
の
多
文
化
共
生
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る

人　

○
年
３
回
程
度
、
平
日
夜
間
に
予
定

す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

※
そ
の
他
応
募
資
格
は
、
募
集
要
項
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
４
人
以
内
（
選
考
）

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
方
法　
「
可
児
市
の
多
文
化
共
生
を
進
め

る
た
め
に
市
民
が
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
と
申
込

書
を
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
提
出
ま
た
は

郵
送
す
る
（
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

※
申
込
書
・
募
集
要
項
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
で
お
渡
し
し
ま
す
（
希
望
者
に
は
送
付

し
ま
す
）。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
締
切　

４
月
28
日
（
木
）
午
後
５
時
15

分
必
着
（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

可
児
市
体
育
連
盟

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
に
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

期
日
と
時
間

場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
（
坂

戸
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連
れ

の
参
加
は
不
可
）

※
23
日
の
み
託
児
あ
り
（
要
予
約
）。
子
ど

も
１
人
に
つ
き
２
０
０
円
。

定
員　
各
18
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
運
動
服
、
室
内
用
靴

受
講
料　

２
０
０
０
円
（
一
般
は
６
回
分
、

高
校
生
は
12
回
分
の
利
用
回
数
券
を
含
む
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
市
体
育
連
盟
（
谷

迫
間
・
錬
成
館
内
）
窓
口
で
申
し
込
む

※
当
日
の
申
し
込
み
は
不
可
。

申
込
開
始　

４
月
14
日
（
木
）
午
前
８
時
30

分
※
受
講
者
は
講
習
開
始
の
10
分
前
ま
で
に
受

け
付
け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　
同
連
盟
事
務
局

☎
�
８
６
０
０

応
募
・
問
合
先　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

トレーニングルーム

期　日 時　間

５月 12 日
（木） 午後７時

　～９時５月 18 日
（水）

５月 23 日
（月）

午前 10 時
　～正午

５月 28 日
（土）

午後７時
　～９時

わくわく
体験館

ガラス工芸講座に参加しようガラス工芸講座に参加しよう
ステンドグラス初級講座Ⅰ

ステンドグラスの技法でテラリウムを作ります。
コースと期日・時間

参加費　9,000 円　（材料費含む）
申込締切　4 月 30 日（土）

ステンドグラス初級講座Ⅱ
ステンドグラスの技法で鍵掛け付きティーポット型鏡を作ります。

コースと期日・時間

参加費　7,500 円　（材料費含む）
申込締切　6 月 11 日（土）

［共通事項］
場所　わくわく体験館（塩河）
申込方法　電話または窓口で申し込む

コース 期　日（全４回） 時　間

木曜日午後コース 5月12日、26日、6月2日、9日 午後 1 時～ 4 時

金曜日午前コース 5月13日、27日、6月3日、10日
午前 9 時～正午

土曜日午前コース 5月14日、28日、6月4日、11日

コース 期　日（全３回） 時　間

木曜日午後コース 6 月 23 日、30 日、7 月 7 日 午後 1 時～ 4 時

金曜日午前コース 6 月 24 日、7 月 1 日、8 日
午前 9 時～正午

土曜日午前コース 6 月 25 日、7 月 2 日、9 日

申込・問合先　わくわく体験館　☎� 1515

テ
ラ
リ
ウ
ム

テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
型
鏡
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担
当
者
が
説
明
し
ま
す
。

期
日　
５
月
14
日
（
土
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
ご
ろ

集
合
場
所　
市
役
所

コ
ー
ス　

薬
王
寺
（
東
帷
子
）、
可
児
郷
土

歴
史
館
（
久
々
利
）、
龍
泉
寺
（
羽
崎
）

参
加
費　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
４
０
０
円
が
別
途
必
要
（
テ

キ
ス
ト
持
参
の
場
合
は
不
要
）。

定
員　
30
人
（
抽
選
）

申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
４
月
19
日
（
火
）

※
昼
食
は
、
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

兼
山
生
き
生
き
プ
ラ
ザ

蘭
丸
絵
は
が
き
展
の
作
品
募
集

森
蘭
丸
を
は
じ
め
、
戦
国
時
代
に
活
躍
し

た
人
物
を
テ
ー
マ
に
絵
は
が
き
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

規
格　

○
は
が
き
ま
た
は
同
サ
イ
ズ
（
10
㎝

×
14
・
８
㎝
）
の
紙
に
描
い
た
も
の

　

○
画
風
、
画
材
、
縦
横
は
自
由
。
Ｃ
Ｇ
作

品
を
印
刷
し
た
も
の
も
可

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
（
は
が
き
の
場
合

は
あ
て
名
欄
下
側
）
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
作
品
名
、
作
者
名
（
ペ
ン
ネ
ー

ム
可
）
を
記
入
し
、
兼
山
生
き
生
き
プ
ラ

ザ
「
蘭
丸
絵
は
が
き
展
」
係
（
〒
５
０
９
ー

０
１
３
０　

兼
山
６
７
４
ー
１
）
あ
て
に

送
る

※
応
募
作
品
は
、
参
加
記
念
品
と
共
に
返
却

し
ま
す
。
審
査
、
表
彰
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
締
切　
５
月
19
日
（
木
）
必
着

絵
は
が
き
展
２
０
１
１

期
間　
５
月
29
日
（
日
）
～
６
月
12
日
（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

場
所　
兼
山
生
き
生
き
プ
ラ
ザ

第
７
回
ゆ
う
ゆ
う
健
康
ウ
オ
ー
ク

５
㎞
を
２
時
間
か
け
て

　
　
　
　
　
　
ゆ
っ
く
り
歩
こ
う

市
生
涯
学
習
健
康
市
民
グ
ル
ー
プ
「
カ

ホ
ー
ラ
」
は
、
ゆ
う
ゆ
う
健
康
ウ
オ
ー
ク
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
日　
５
月
26
日
（
木
）
小
雨
決
行

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

集
合
・
解
散
場
所　
兼
山
公
民
館

対
象
者　
５
㎞
を
完
歩
で
き
る
人

参
加
費　
無
料

定
員　
25
人
（
抽
選
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に

「
第
７
回
ゆ
う
ゆ
う
健
康
ウ
オ
ー
ク
参
加

希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生

年
月
日
、
性
別
を
、
返
信
あ
て
名
欄
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
鈴
木

喜
司
子
さ
ん
（
〒
５
０
９
ー
０
２
５
８　

若
葉
台
５
ー
１
０
８
）
あ
て
に
送
る

※
は
が
き
１
枚
に
２
人
ま
で
記
入
可
。
電
話

で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

申
込
締
切　
４
月
28
日
（
木
）
必
着

文
化
振
興
課

可
児
の
仏
像
を
バ
ス
で
巡
ろ
う

可
児
市
の
文
化
財
第
11
集
「
可
児
の
仏
像
」

を
テ
キ
ス
ト
に
、
市
内
の
寺
院
と
可
児
郷
土

歴
史
館
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。
各
施
設
で
、

問
合
先　
兼
山
生
き
生
き
プ
ラ
ザ

☎
�
２
２
８
８

問
合
先　
同
グ
ル
ー
プ
の
鈴
木
さ
ん

☎
�
７
２
６
５

テキスト
「可児の仏像」

力作が並ぶ昨年の絵はがき展

申
込
・
問
合
先　
文
化
振
興
課

登録団体を募集
環境活動グループ

市は、可児市環境基本計画に定めた「市民を主体とした、
市民目線による実践的な環境に対する取り組みの充実」を
目指しています。

そこで、市内で環境に関する活動を行う団体を登録し、
その活動を連携することができるネットワーク作りを進め
ます。

登録方法など、詳しくは問い合わせてください。
対象団体　市内で環境に関する講座や教室を開催する５

人以上の団体
対象活動　小中学校での環境講座の開催、地域での省エ

ネ活動の普及など
※これから活動を始めようとしている団体も可。
市からの支援　登録団体が情報交換をする場の提供や開

催する講座の広報など

問合先　環境課
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文
化
協
会
和
装
部

春
の
着
付
教
室
の
受
講
生
募
集

期
間　
４
月
～
９
月
（
全
12
回
）

区
分
・
日
時
・
申
込
先
な
ど

場
所　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

内
容　

普
段
着
（
ウ
ー
ル
）
の
着
物
に
半
巾

帯
か
ら
小
紋
の
着
物
に
名
古
屋
帯
ま
で

対
象
者　
初
心
者

定
員　
各
20
人

受
講
料　
６
５
０
０
円

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電

話
（
留
守
録
も
可
）
か
フ
ァ
ク
ス
の
ど
ち

ら
か
で
申
し
込
む

か
に
家
庭
教
育
研
究
会

23
年
度
の
受
講
生
を
募
集

期
間　
４
月
か
ら
24
年
３
月
ま
で
月
１
回

※
開
講
式
を
４
月
21
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

テ
ー
マ　
「
根
っ
こ
が
つ
く
ら
れ
る
幼
児

期
」、「
し
っ
か
り
と
根
を
は
ら
せ
る
幼
児

期
後
」、「
幹
を
育
て
る
児
童
期
」、「
葉
を

茂
ら
せ
る
中
・
高
生
期
」、「
夫
婦
仲
睦
ま

じ
く
」、「
親
子
以
上
の
嫁
姑
」

参
加
費　
月
額
１
０
０
円

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
の
ど
ち
ら
か
で
申
し
込
む

申
込
締
切　
４
月
15
日
（
金
）

可
児
市
音
楽
祭
２
０
１
１

出
演
団
体
を
募
集

期
日　
７
月
３
日
（
日
）

場
所　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

対
象
団
体　

○
合
唱
、
吹
奏
楽
、
管
弦
楽
、

管
打
楽
器
・
弦
楽
器
な
ど
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
民
族
音
楽
な
ど
の
演
奏
団
体
（
ソ
ロ

演
奏
や
邦
楽
、
拡
声
を
行
う
も
の
を
除
く
）

○
事
前
打
ち
合
わ
せ
と
リ
ハ
ー
サ
ル
に
参

加
で
き
る
団
体

定
員　
８
団
体
程
度
（
選
考
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
お
よ
び
各
連
絡
所
で

お
渡
し
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
演
奏
予
定
曲
を
録
音
し
た
音
源
（
Ｃ

Ｄ
ま
た
は
Ｍ
Ｄ
）
と
と
も
に
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ
に
提
出
す
る

申
込
締
切　
４
月
21
日
（
木
）

※
当
日
の
演
奏
時
間
は
１
団
体
当
た
り
約
15

分
で
す
。

組
織
の
見
直
し

市
役
所
の
組
織
を
一
部
見
直
し

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
よ
り
効
果
的
、

効
率
的
で
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
行
う
た

め
、
市
は
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

企
画
部
に
財
政
課
を
新
設

的
確
で
実
効
性
の
高
い
市
政
運
営
を
行
う

た
め
に
、
政
策
立
案
と
予
算
編
成
の
一
体
性

を
高
め
ま
し
た
。

秘
書
課
に
広
報
広
聴
係
を
編
入

名
称
を
秘
書
広
報
課
と
し
、
対
話
と
共
感

に
よ
る
市
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
積
極
的
、

戦
略
的
に
広
報
し
ま
す
。

工
事
検
査
室
を
管
財
課
に
統
合

建
設
工
事
費
の
縮
小
に
伴
い
、
検
査
件
数

が
減
少
し
て
い
る
工
事
検
査
室
を
管
財
課
に

統
合
し
ま
し
た
。

教
育
総
務
課　
教
育
政
策
係
を
廃
止

教
育
基
本
計
画
の
策
定
が
終
了
し
た
た

め
、
時
限
的
に
設
置
し
て
い
た
教
育
政
策
係

を
廃
止
し
ま
し
た
。

市
史
編
纂さ
ん

室
を
廃
止

可
児
市
史
の
全
巻
発
刊
に
伴
い
、
市
史
編

纂
室
を
廃
止
し
ま
し
た
。

市
の
体
育
館

市
民
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

昭
和
34
年
に
建
築
さ
れ
た
市
民
セ
ン
タ
ー

（
広
見
）
に
つ
い
て
、
昨
年
の
12
月
に
耐
震

診
断
を
行
っ
た
結
果
、
耐
震
診
断
値
が
地
震

に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が

高
い
と
さ
れ
る
０・２
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
市
は
同
セ
ン
タ
ー

を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

廃
止
日　
４
月
１
日
（
金
）

練習の成果を披露する出場者

申
込
・
問
合
先　
か
に
家
庭
教
育
研
究
所

☎
・

�
２
２
１
８

問
合
先　
総
合
政
策
課

申
込
・
問
合
先　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・

ア
ー
ラ　
　
　
　
　
　
　

☎
�
３
３
１
１

問
合
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課☎

�
８
６
０
３

区　分 日　時 申込・問合先

朝の部
第２・４木曜日
午前 10 時 30 分
　～正午

江
え み

見玲
れ い こ

子さん
☎・ � 2853

夜の部
第２・４火曜日
午後７時 30 分
　～９時

兼
かねまつ

松可
か づ よ

津代さん
☎・ � 1543
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
義
援
金

義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

市
は
、
被
災
者
に
義
援
金
を
送
る
た
め
の

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
（
３
月
17
日
現
在
）　

市
役
所
、

各
連
絡
所
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー

ラ
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）、
兼
山
生

き
生
き
プ
ラ
ザ
、
福
寿
苑
（
大
森
）、
可

児
川
苑
（
坂
戸
）、
や
す
ら
ぎ
館
（
兼
山
）、

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
塩
河
）、

わ
く
わ
く
体
験
館
（
塩
河
）、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー（
坂
戸
）、錬
成
館（
谷
迫
間
）、

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西・

総
合
会
館
分
室
内
）

治
療
の
助
成
・
検
査
の
追
加

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
は
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
と
、
妊

婦
健
康
診
査
の
検
査
項
目
の
追
加
を
４
月
１

日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微

受
精
）
を
受
け
、
条
件
を
満
た
し
た
人
の
治

療
費
を
一
部
助
成
し
ま
す
。
条
件
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
健
康
診
査
の
検
査
項
目
を
追
加

妊
婦
健
康
診
査
の
初
回
血
液
検
査
時
に
、

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
１
（
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
）
抗
体

検
査
を
追
加
し
ま
す
。

岐
阜
県
保
険
医
協
会

４
月
18
日
は
「
ヨ
イ
ハ
」
の
日

「
良よ

い

は
い
歯
」
の
日
に
ち
な
ん
で
、「
歯
の
な

ん
で
も
電
話
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
歯
科
医

師
が
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
（
別
途
通

話
料
が
掛
か
り
ま
す
）。
歯
科
医
院
の
紹
介

は
で
き
ま
せ
ん
。

期
日　
４
月
17
日
（
日
）

受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

内
容　
歯
に
つ
い
て
の
相
談

問
合
先　
市
社
会
福
祉
協
議
会☎�

１
５
５
５

地域情報をデータ放送で
岐阜県は、県内の各市町村のイベント・観光などの情報を、地上デジタル放送ぎふチャン（８チャンネル）のデー

タ放送で見ることができるよう、市町村データ放送の運用を開始しました。

操作方法

問合先　岐阜県広報課（県内市町村のデータ放送に関すること）　☎058（272）1115
　　　　ケーブルテレビ可児（デジタル 12 チャンネルに関すること）　☎�7211

②矢印キーを操作し、「県内市町村の
情報」を選択し、決定ボタンを押す

③矢印キーを操作し、見たい地域を
決定した後、市町村を選択、決定ボ
タンを押す

①地上デジタル放送の８チャン
ネルを視聴している状態で、テ
レビのリモコンの「ｄ」ボタン
を押す
※ｄボタンの位置は機種によって異
なります。

ｄ
ボ
タ
ン

矢
印
キ
ー

また、ケーブルテレビ可児
のデジタル12チャンネルで
も、可児市を中心としたお知
らせのデータ放送を行ってい
ます。

ケーブルテレビ可児の
データ放送画面（イメージ）

問
合
先　
健
康
増
進
課

相
談
・
問
合
先　
岐
阜
県
保
険
医
協
会

☎
０
５
８
（
２
６
７
）
０
７
１
１
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仮徴収とは、平成23年度の介護保険料を算定するにあたり、市民税の課税などがまだ確定していないため、前

年度の所得段階区分に基づいて介護保険料を仮に徴収することです。

すでに特別徴収（年金天引き）が始まっている人は、平成23年の４・６・８月分は原則として、23年２月の

介護保険料と同額が天引き（仮徴収）されます。対象者には４月上旬に介護保険料仮徴収額の通知書を送付します。

10月以降分は、６月に確定する平成22年中の所得などを基に年間保険料を決定し、そこから上半期（４・６・

８月分）の保険料額を除いた金額を10・12・２月に振り分けて天引きします（本徴収）。

※介護保険料は65歳以上の人の場合、原則として年金からの天引きで納付していただきます（手続き不要）。

※平成23年度の介護保険料（本算定）の通知書または納付書は、市民税の課税などが確定した６月中旬に送付し

ます。

※介護保険料の年金天引きが開始するまでは、納付書で納付します。

※年度途中で65歳になった人や転入した人などは、年金天引きの開始時期が６・８・10月になることがあります。

詳細は４月または６月の通知書で確認してください。 問合先　いきいき長寿課

平成22年度 平成23年度

10月 12月 23年２月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 24年２月

本徴収 仮徴収（４月通知） 本徴収（６月通知）

平成22年中の所得などを基に決定した本算定後の
年間保険料から、仮徴収分を除いた金額です。

各回の天引き額は、平成23年２月分の保険料額
と同じです（調整で異なる場合もあり）。

介護保険料の通知書（仮徴収）を４月上旬に発送します

在
や
価
格
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資

産
税
納
税
者
が
、
自
分
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
、
市
内
に
あ
る
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
を
比
較
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
の
交
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

期
間　
４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
２
日
（
月
）

の
平
日

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所　
税
務
課

対
象
者　

23
年
度
の
市
固
定
資
産
税
の
納
税

者
（「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
は
土
地

の
固
定
資
産
税
納
税
者
、「
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税

者
が
閲
覧
可
）

市
税
・
使
用
料
な
ど

納
付
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す

今
年
度
か
ら
、
市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

や
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
市
営
住
宅
使
用
料
・
駐
車
場
使
用

料
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
東
海
４

県
（
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
・
静
岡
県
）
の
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
窓
口
で
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

支
払
い
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

は
、
納
入
通
知
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
金
融
機
関
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
口
座
振
替
で
の
納
付
が
便
利

で
す
。

※
30
万
円
を
超
え
て
い
る
、
納
期
限
が
過
ぎ

て
い
る
、
金
額
を
訂
正
し
て
い
る
、
バ
ー

コ
ー
ド
が
汚
れ
て
い
る
納
付
書
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
取
り
扱
い
不
可
。

固
定
資
産
税

帳
簿
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

市
は
、「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」「
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋
の
所

問
合
先　
税
務
課

問
合
先　
税
務
課
（
市
・
県
民
税
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
関
す
る
こ
と
）、

国
保
年
金
課
（
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す

る
こ
と
）、
建
築
指
導
課
（
市
営
住
宅
使
用

料
・
駐
車
場
使
用
料
に
関
す
る
こ
と
）、
収

納
課
（
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と
）
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旬旬旬
ス
ポ
ー
ツ
振
興

全
国
大
会
出
場
選
手
を
支
援

市
は
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
け
る
全
国
大

会
出
場
者
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
学
で
、
大
会

に
登
録
し
て
い
る
選
手
・
監
督
・
コ
ー
チ

対
象
と
な
る
大
会　

県
の
予
選
会
な
ど
で
上

位
に
入
賞
す
る
な
ど
し
て
出
場
権
を
獲
得

し
た
全
国
大
会
（
登
録
の
み
で
出
場
で
き

る
も
の
は
除
く
）

助
成
額　

○
個
人
＝
５
０
０
０
円　

○
団
体

＝
５
万
円

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
料
の
一
部
を
助
成

市
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
保
険
外
で
か

か
る
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料

の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

70
歳
以
上
（
70
歳
に
達
す
る
月
の

翌
月
か
ら
助
成
）

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
は
、
70
歳
未

満
で
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

内
容　

１
枚
１
０
０
０
円
の
補
助
券
を
年
間

６
枚
交
付
（
年
度
途
中
で
申
請
す
る
場
合

は
、
２
カ
月
に
１
枚
の
割
合
で
交
付
）

申
請
場
所　

福
祉
課
、
各
連
絡
所
（
広
見
・

中
恵
土
を
除
く
）

※
連
絡
所
で
申
請
し
た
場
合
は
、
後
日
補
助

券
を
送
付
し
ま
す
。

持
ち
物　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
ま

た
は
高
齢
受
給
者
証
、
印
鑑

※
市
が
指
定
す
る
施
術
者
で
の
み
利
用
可
。

中
濃
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談
会
を
開
催

不
動
産
・
会
社
登
記
、
多
重
債
務
、
裁
判

事
務
、
成
年
後
見
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
相

談
を
行
い
ま
す
。
必
ず
予
約
を
し
て
か
ら
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
日　
４
月
24
日
（
日
）、
５
月
22
日
（
日
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

美
濃
加
茂
市
中
央
公
民
館
（
美
濃
加

茂
市
役
所
東
隣
）

相
談
時
間　
１
相
談
に
つ
き
40
分
以
内

予
約
受
付　
平
日
の
午
後
１
時
～
４
時

予
約
・
問
合
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
８
（
２
４
８
）
１
７
１
５

公
おおやけ

の施設の指定管理者が決定
市は、市内の 10 施設について、議会の議決を得て指定管理者を

指定しました。このうち、老人福祉センター３施設（可児川苑・や
すらぎ館・福寿苑）は、今回新たに指定することとしたもので、そ
の他７施設は指定期間満了に伴い、指定管理者制度による管理・運
営を継続するものです。

市はこの制度により、施設の管理に民間事業者などの能力を活用
し、市民サービスの向上と管理・運営の効率化を図っています。
施設名・指定管理者となる団体

指定期間　23 年４月１日（金）から５年間

施設名 指定管理者となる団体
可児川苑　デイサービスセンター

社会福祉法人　慈
じけいかい

恵会
やすらぎ館　デイサービスセンター
福寿苑　デイサービスセンター 社会福祉法人　可児市社会福祉協議会
老人福祉センター　可児川苑

社団法人　可児市シルバー人材センター
老人福祉センター　やすらぎ館
老人福祉センター　福寿苑

社会福祉法人　可児市社会福祉協議会ふれあいの里可児　作業所
ふれあいの里可児　支援センター
市民公益活動センター 特定非営利活動法人　可児市 NPO 協会
文化創造センター・アーラ 財団法人　可児市文化芸術振興財団

問合先　総合政策課

子宮頸
けい

がん予防ワクチン接種の助成について
２月から行っていた、中学１年生から高校１年生までの女子を対

象とした子宮頸がん予防ワクチンの無料接種について、医療機関で
の新規予約ができない状態となっています。これは全国的に需要が
急速に増加し、供給不足となったため、ワクチンの出荷が制限され
ていることによるものです。

こうした状況のため、厚生労働省は、23 年３月までに１回目のワ
クチン接種ができなかった高校１年生を、高校２年生となる４月以
降に接種した場合でも助成対象とすることにしました。

なお、ワクチンは、23 年７月以降に安定供給される見込みです。
問合先　健康増進課

お
詫
び
と
訂
正

広
報
か
に
３
月
15
日
号
５
ペ
ー
ジ
下

段
の
「
木
曽
川
舟
遊
び
２
０
１
１
春
」

に
つ
い
て
、
定
員
は
抽
選
で
は
な
く
、

「
先
着
順
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
合
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課☎

�
８
６
０
３

問
合
先　
福
祉
課
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※相談日については、気軽にお問い合わせください。

期間　4月11日～25日

【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1番地　☎621111
ホームページ http://www.city.kani.lg.jp/

相談名 期　日 時　間 場　所 備　考 問合先

法 律 相 談
4月12日（火）
19日（火）

午後 1 時～相談終了
（受付は午後 2 時まで）

福祉センター 相談員：弁護士 まちづくり推進課

住宅（建築）相談 4月15日（金） 午後 1 時～ 4 時 市役所1階相談室 耐震などの相談も可 建築指導課

消費生活相談
毎週月・水・木・
金曜日（祝日を
除く）

午前 9 時～
　午後 3 時

市役所1階第3相
談室

相談員：消費生活相談員 商工観光課

心配ごと相談 毎週火曜日 午後 1 時～ 4 時 福祉センター 相談員：民生児童委員など
市社会福祉協議会
☎621555

生涯楽
がく

習相談 4月24日（日） 午後 1 時～ 4 時 文化創造センター
学びや学習ボランティアについ
て、年齢に関係なく相談可

生涯学習課

発達障がい相談 4月20日（水）
午前 9 時～
　午後 4 時

市役所1階第5相
談室

事前に電話で予約する

福祉課

精神保健福祉相談 4月22日（金）
午後 1 時30分～
　 4 時30分

帷子公民館
心の病気（うつ病など）の相談
事前に電話で予約する

市は、市内事業者の振興と地域経済の活性化を図るため、住宅リフォーム工事費用の一部を助成します。

対象者（すべて満たす人）
　○市税や負担金などを滞納していない市内在住の人

　○工事を行う住宅の所有者で、１年以上その住宅に居住している人

※未相続などで所有権が容易に確認できない場合は、お断りすることがあります。

対象住宅　市内の個人住宅、併用住宅、集合住宅（併用住宅は居住部分、集合住宅は専有部分のみ）
※22年度の住宅リフォーム助成事業の交付対象住宅（同一の敷地）、対象者は不可。

対象工事（すべて満たすもの）
　○工事費が消費税込みで50万円以上の工事　○着工前で、契約後30日以内に申請のあった工事

　○23年４月１日以降に契約し、６カ月以内かつ24年３月15日までに完成する工事

　○市内に本社を有する事業所や、市内在住かつ市内で事業を営む個人事業者に依頼して行う工事

　○事業所や事業者が自ら行う工事　○他の制度による補助を受けていない工事

　○住宅および同一敷地内の外構の修繕・模様替え・改築などを行う工事

※新設、公共下水道工事に関連する配管工事、植栽、土留めを含むブロックやコンクリート・柵などの築造

工事は不可。

助成額　工事費の１割（1,000円未満切り捨て）で、限度額は10万円
※同一住宅および同一人について１回のみ。

申請方法　必要書類（工事契約書の原本や見積書の写しなど）を添えて商工観光課の窓口で申し込む
※必要書類など、詳しくは問い合わせてください。

申請期限　23年12月28日（水）
※期限前でも助成金額が予算額を超えた場合、その時点で打ち切ることがあります。

住宅住宅ののリフォーム工事リフォーム工事をを助成助成

申請・問合先　商工観光課
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新しく入った本

○本館・帷子分館・桜ケ丘分館
　毎週土曜日　午後2時～
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、
　　　紙芝居、本の紹介など

○本館　第2・4木曜日　午前11時～
○帷子分館　第2・4木曜日　午前10時30分～
○桜ケ丘児童センター
　第1・3水曜日　午前11時30分～
【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、歌

遊びなど

図書館だより

かにっ子タイム

ちびっこかにっ子タイム

休館日

展示のご案内

『ダークゾーン』　貴志祐介／著（祥伝社）
『ビリジアン』　柴崎友香／著（毎日新聞社）
『末裔』　絲山秋子／著（講談社）
『自転車冒険記　12歳の助走』

竹内真／著（河出書房新社）
『放課後はミステリーとともに』

　東川篤哉／著（実業之日本社）

【
一
般
書
】

その他

期日　４月16日（土）
時間　午後２時～３時
場所　図書館本館（広見）
講師　杉山三四郎さん（絵本と童話の店「お

おきな木」代表）
内容　絵本の読み語りやギターによる絵本

の弾き語り、言葉あそびなど
参加費　無料
定員　親子50組（一人でも参加可・先着順）
申込開始　４月６日（水）

可児市立図書館　本館　☎62-5120
帷子分館　　　　　　　☎65-8530
桜ケ丘分館　　　　　　☎64-3473

本館・分館共通：毎週月曜日、4/29（金・祝）

桜ケ丘分館は、岐阜県議会議員選挙のため、
4/9（土）午後 2時以降と 4/10（日）に臨時
休館します。

本館　4／28（木）まで
　「よみくらべ絵本」展　『ももたろう』
帷子分館　4／28（木）まで
　「可児、春の花の写真」展
桜ケ丘分館　4／28（木）まで
　「手軽に描こう　ボールペン画」展

絵本ライブを楽しもう

４／２（土）～８（金）
●GO！GO！ミナモ　ぎふ清流国体①
－ 輝け はばたけ だれもが主役 －

★タウン情報：まちづくり活動助成

平成24年９月に開催されるぎふ清流国
体。この国体がすばらしい大会となるよう、
みんなで盛り上げましょう。

４／２３（土）～２９（金）

昔話や童話のアニメ、職業や環境学習映像、
人権教育や生徒指導のドラマなどのビデオを
無料で貸し出している視聴覚ライブラリーの
活用法を紹介します。

４／９（土）～１５（金)

３月26日に行われた、仏像のある寺院な
どを見学し、学ぶ「可児の仏像めぐり」の様
子をご紹介します。

★市長の部屋から ★タウン情報

４／３０（土）～５／６（金）

毎回、市内のさまざまなことを調査するふ
るさと調査官カニダー。今回はどんなことを
調べるのでしょうか。お楽しみに。

★リポートかに

●うるおいライフ

●好きなのはカニダー●バスで行く可児の仏像めぐり

★シリーズ：図書館だより

４／１６（土）～２２（金）

可児市の平成23年度の予算概要と主な事
業を取り上げて、新年度に行う「まちづくり」
をお知らせします。

●今年度のまちづくり
～平成23年度予算～

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発
信しています。

月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00
　　　　　　20:30・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00
　　　　　　20:30・22:00

可児っ子しんちゃん300回
記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

弾き語りをする
杉山さん

新年度が始まりました。入学や進級、
就職など気持ち新たに「頑張ろう」と、
皆さんやる気に満ちていたのではない
でしょうか。
今回の東日本大震災では、多くの
方々が被災され、日本中が衝撃を受け
ています。
報道番組で、被災した女子児童がイ
ンタビューに応じていました。その子
は両親の安否さえ分かっていない状況
にもかかわらず、「災害にあって、今
までの生活がとても幸せだったことに
気付きました」と、けなげに話してい
ました。その発言に私は感動し涙が出
ました。そして、衣食住が足りている
今の生活に心から感謝しました。
できることならすぐに支援活動に出
掛けたい気持ちですが、まずは私たち
にできる募金や節電などを行います。 
被災者の方々を応援していきましょ
う。 （直）
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でんでん太鼓やはいはい人形。たくさんの小物を下
げた「つるし飾り」。江戸時代から伝わる和裁細工です。
この飾りに出会う前は、タペストリーやベッドカバー飾
りなどの手芸が趣味であった山嵜さん。静かなブーム
を呼んだ3年前、手芸仲間から紹介され、そのかわい
らしさに魅せられて、手本を傍らに制作を始めたのが
きっかけです。
週３日、仲間たちが集う自宅のアトリエ。「さまざま

な古布の風合いを生かすようアドバイスをしています」
と、作品づくりを手伝いながら過ごす時間は、この上
なく楽しみです。昨年は、依頼を受けて広見東公民館
で講座を開催。下恵土のギャラリーでも展示会を開き
ました。
「どうしても、かわいいものばかりになってしまいま
す」と、満面の笑顔で語る山嵜さん。現在は、端午の
節句用のつるし飾りを制作中。「これからも季節に合わ
せた作品をつくっていきたい」と話します。心を込めて
一針ずつ縫いあげた作品たち、そのどれもが宝物です。

表紙の人
山
やまざき

嵜　知
ち え こ

江子さん
（自宅アトリエにて）

蘭丸ふる里の森蘭丸ふる里の森

夜桜夜桜

194

2011年４月１日号

「広報かに」４月１日号、１部当たりの
印刷費は 14.7 円（税込み）です。

広報かには再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

690

市の人口　101,596人（男／50,358人　女／51,238人）　世帯数　38,724世帯（３月１日現在）
（前月より47人増・77世帯増、昨年同月より270人減・374世帯増）

幻想的な雰囲気を醸し出すライトアップ。
兼山古城山の山肌に咲く満開の桜が、夜空に浮かび上がります。
※今年のライトアップは中止となりました。
 （兼山・蘭丸ふる里の森）

広報かに  2011.4.1　20

広報かに4月1日号.indd   20 2011/03/23   19:02:58


